
　

火
山
噴
火
は
日
本
で
頻
発
す
る
主
要
な
自

然
災
害
の
一
つ
で
あ
り
、
気
象
災
害
等
と
比

べ
て
予
測
が
困
難
な
災
害
で
す
。
前
兆
現
象

が
観
測
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
前
兆

現
象
が
な
い
ま
ま
噴
火
に
至
る
ケ
ー
ス
や
前

兆
現
象
が
あ
っ
て
も
噴
火
に
至
ら
な
い
「
噴

火
未
遂
」
も
多
々
あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
の

種
類
、
規
模
、
時
間
ス
ケ
ー
ル
も
ま
ち
ま
ち

で
一
般
に
噴
火
規
模
に
比
例
し
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
噴
火
の
発
生
や
規
模
・
様
式
等
を
高

い
確
度
で
予
測
す
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難

で
す
。
ま
た
噴
火
は
単
発
で
終
わ
ら
な
い
場

合
も
多
く
、
噴
火
の
推
移
予
測
や
終
息
の
予

測
も
難
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
既
に
起
き
た
火
山
現
象
を
様
々
な

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
（
評

価
）
は
予
測
に
比
べ
れ
ば
現
実
的
に
達
成
し

う
る
目
標
で
あ
り
、
火
山
を
対
象
と
す
る
理

学
研
究
の
多
く
は
こ
の
評
価
を
直
接
的
な
目

標
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
マ
グ
マ
の
上
昇
や

水
蒸
気
の
生
成
な
ど
噴
火
に
至
る
過
程
は
地

下
で
起
き
る
た
め
直
接
観
察
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
震
観
測
、
測
地
観
測
、
電
磁
気

観
測
、
熱
観
測
、
火
山
ガ
ス
観
測
、
噴
出
物

分
析
な
ど
多
様
な
手
段
を
駆
使
し
て
地
下
で

起
き
た
現
象
を
推
測
し
ま
す
。
噴
火
だ
け
で

な
く
火
山
地
域
で
発
生
し
た
地
震
活
動
等
も

研
究
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
計
算
機
を
駆
使
し
ま

す
。
特
に
地
震
波
の
解
析
で
は
1
観
測
点
に

つ
き
毎
秒
1
0
0
サ
ン
プ
ル
と
い
う
膨
大
な

デ
ー
タ
を
扱
う
た
め
計
算
機
が
不
可
欠
で

す
。
地
震
波
解
析
の
目
標
は
大
き
く
「
ソ
ー

ス
」
と
「
構
造
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ソ
ー
ス

の
解
析
で
は
地
震
波
の
到
着
時
刻
や
振
幅
、

そ
の
他
波
形
の
様
々
な
特
徴
を
用
い
て
地
震

や
微
動
等
が
発
生
し
た
位
置
、
そ
れ
ら
を
引

き
起
こ
し
た
力
の
組
合
せ
と
そ
の
時
間
変

化
、
周
波
数
構
成
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
な
ど
を

推
定
し
ま
す
。
構
造
の
解
析
で
は
観
測
点
間

の
地
震
波
の
到
着
時
刻
差
や
波
形
の
類
似
度

合
（
相
関
係
数
）
な
ど
を
用
い
て
地
下
の
地

震
波
速
度
構
造
を
推
定
し
ま
す
。
研
究
手
法

の
多
く
は
逆
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
ソ
ー
ス

と
構
造
を
与
え
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
地
震

波
の
到
着
時
刻
や
波
形
等
の
予
測
値
が
観
測

デ
ー
タ
と
合
う
よ
う
に
ソ
ー
ス
や
構
造
を
推

定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
理
論
計
算
の
精
度
が

要
求
さ
れ
、
ソ
ー
ス
と
構
造
の
う
ち
一
方
が
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
他
方
が
精
度
良
く
求
ま

ら
な
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
得
ら
れ

た
ソ
ー
ス
や
構
造
の
情
報
は
火
山
地
下
に
お
け

る
マ
グ
マ
や
火
山
ガ
ス
等
の
流
体
移
動
を
推
定

す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
を
積
み
重
ね
て
火
山
地
下

の
流
体
移
動
の
描
像
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
で
将
来
的
に
火
山
活
動
予
測
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

環
境
学
の

未
来
予
測

専門は地震波解析。特に火山地
域で観測される特異な地震波の
ソース解析を中心に、解析手法
開発を含めて取り組んできた。近
年は機械学習による地震検知
や、地下構造研究にも着手。

前田 裕太

地震波解析で挑む火山活動予測・評価

地震火山研究センター　前田 裕太 講師理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　私は、人々が地域の自然や動植物と
どのような関係を構築して生活している
のか、ということに関心を持ち、民俗や自

然資源利用、自然に関する知識・技術などに注目して研
究を行っています。この授業は事前の準備が大変です
が、発表・議論を通して、自分の研究の土台が強化され、
研究が着実に進んでいくのを感じます。また、同じ地理
学でも関心・専門が異なる他の学生の話を聞くことで、
視野が広がり、幅広い知識を得られる点も、この授業の
魅力です。楽しく建設的な議論をするために、最近は質
問力を鍛えたいと考えています。そのため、授業に参加
する上で、必ず1回は発言するように意識しています。

　この授業を受けていてよかったなと思
うところは、自分の研究に必要なフレーム
ワークを学んだり、研究の位置づけにつ

いて考えたり、とにかく広い視野を持って自分の研究に
ついて考えるきっかけになることです。英語の文献を探
し、読み、内容と主張をまとめて自分の研究との接合性を
考えて…と発表の準備はとてもハードです。しかし，セミナ
ーでのディスカッションで得られた知見は、間違いなく自
分の研究にとって重要なバックボーンになっています。受
講する学生の、いろんな分野の議論を学んだり、いろん
な立場からの考えや意見が聞けるのも、この授業の魅
力です！

　「人文地理学セミナー」は、主に横山先生が指導する地理学講座の修士・博士の学生を対象にし

た授業。発表40分、質疑応答50分。発表者は各自の研究テーマに関連する英語の学術論文２～３本

を１週間前にウェブにアップ。当日は内容の紹介だけでなく、自分の研究へどう活かすかにも言及しな

がら発表します。他の学生はウェブにアップされた論文を事前に読んで質疑応答に臨みます。各自の

研究に即した発表なので、当然、テーマもさまざま。狩猟、クモ相撲、花き栽培、地理学ならではの幅広

さ。しかしどのテーマにも、人と自然と地域のかかわりという大きなベースがあります。「論文をたくさん

読んで、そこで提示されている理論や方法論を理解し、それと自分の研究をどう接続させるかを探る場

です。同時に、質疑応答で人の意見やアドバイスを聞く。さらにほかの人の研究に触れることで刺激を

受ける。それらを通して自分を奮い立たせてほしい」と横山先生。

　この授業には「ゲストスピーカー」も登場。「着眼点の面白さや調査のノウハウなどを学生に伝えら

れれば」と、学生のリクエストや先生の「この人の話を聴いてほしい」という希望に

基づき、学外の人を招いています。

　論文をまとめ上げるのは、大学院の研究生活での集大成であり醍醐味で

す。それぞれが決めたテーマを深めるため、先行研究を調べ、調査を繰り返

し、格闘しながら、そのプロセスで「のめりこむほどの面白さを感じてほしい」

と、横山先生は大いに期待しています。

ハウなどを学生に伝えらハ な 学 に え

望に望

」

論文をたくさん論 を さ

るを探るるかを続させう接続究をどうの研究自分のそれと自解し、そを理解法論をや方法理論やている理されて提示さそこでんで、そ読んん そ 提 さ て 理 や 法 を 解 そ 自 の 究 う 続 せ を る

し、格闘しながら、そのプロセスで「のめりこむほどの面白さを感じてほしい」格 し が そ ス 「 り む の 白 を し 」

しい」しい」てほしてほし立たせ立たせ奮い立奮い立分を奮分を奮して自分して自分を通しを通しそれらをそれらをそそそ を し 分 奮 立 せ し

り返り返査を繰査を繰、調査、調査調べ、調べ、究を調究を調先行研先行研め、先め、先るためるためを深めを深めーマをマをたテーたテが決めが決めぞれがぞれがそれぞそれぞそそそ ぞ が ー を め 先 研 調 、 査

社会環境学専攻　博士後期課程1年　 社会環境学専攻　博士前期課程2年　




